
富山ろうさい病院理念　私たちは、働く人々・地域の皆さまに信頼され、愛される病院を目指します。

「呼吸リハビリテーション」という言葉を聞いたことがありますか？

「呼吸リハビリテーション」とは、病気や外傷によって呼吸器に障害が生じた患者さんに対して、可

能な限り機能を回復し、あるいは維持することによって、症状を改善し、患者さん自身が自立した日常

や社会生活を送れるように支援する医療です。

次のような症状が対象になります。

・肺炎などの急な病気やそれによって生じた肺の損傷

・気管切開や人工呼吸管理を受けているとき

・肺線維症・間質性肺炎などの慢性の病気

・COPD（慢性閉塞性肺疾患）などのタバコによる慢性の病気

・COPD や肺線維症などの慢性の呼吸器の病気が急に悪化したとき

・脳血管障害、筋ジストロフィーなどの神経筋疾患などで呼吸が上手くできなくなったとき

・肺がんや胃がん・食道がんなどの消化器の病気の手術前後など

当院では、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、臨床工学技士、管理栄養士、

MSW（医療ソーシャルワーカー）など多くの医療専門職が ONE TEAM（ワンチーム）となり、呼吸

器の障害で悩まれている患者さんの日常生活活動や生活の質の維持・向上を目指しています。

【 生活習慣病教室のご案内 】

令和２年２月 2 ６日（水）14：００～ 15：００

 『　生活習慣病と災害の備え・災害時の対応　』

「いつかくる大災害！自分のこと守れますか？」「薬の備え」「かしこく備える非常食」の 3 つ

のお話を準備して、皆様のお越しをお待ちしています。

富山ろうさい病院　２階　採血室待合　　２階外来受付に声を掛けてください。

　　　　　　２階外来　0765-22-1280（代表）
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